
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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市民からみた計画の進捗状況

・Ａ判定（改善傾向）

・Ｂ判定（停滞）

・Ｃ判定（悪化傾向）

指定文化財管理事業 文化財保護啓発事業

民俗芸能発表会事業文化財保護補助事業

民俗芸能伝承推進事業
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民俗芸能では、担い手の高齢化や減少、地域の若手も景気回復が実感できない状況では参加する余裕もなく、伝承が危機的状況にある。
こうした中でも公演の機会を増やすなど、やりがいと喜びを感じられるよう長期的な視野に立って伝承所在地域の若手育成のための保護が
急務である。文化財全般について、歴史遺産・産業遺産や自然環境に興味・関心をもつ市民が増えており、国・県・市の指定文化財などを
後世に伝えるために、維持・管理・保護や保存のための修理などの事業が必要不可欠である。

Ｂ
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長期成果は地域の伝統や文化財自体の保護・保存と市民の理解に分けており、モレなくダブリなく設定されている。行政が補助
や機会の提供などやれるところまでやる努力が重要であり、各事業群で必要十分と考えられる。各事業の内容の一層の充実が
求められるが、今後も財政難による継続的な予算削減が懸念される。PRなどの徹底や地域と一体となって限られた予算を効果
的に執行する創意工夫が必要である。

評価観点

長期成果（事業群②） 長期成果（事業群③）

次年度の
改善計画

伝統芸能等は、見に来ていただくことで張り合いとなり、技能の向上心高揚や新たに保存会に市民が参加するなど、保護や保存
に相乗効果をもたらすので、PRや発表機会の拡大が重要である。また、合併後10年以上を経て現在の一宮市全体の文化財ガ
イドブック（解説書）がないので、市制100周年をめざして編集準備を検討し、文化財の普及啓発活動を拡大させる。

１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

評価

民俗芸能や文化財が適切に保護・
保存されている

多くの市民が地域の伝統文化を理
解している

長期成果（事業群④）長期成果（事業群①）

民俗芸能伝承補助事業
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まちづくり指標の「無形文化財・無形民俗文化財の保存を担っている人の数」の町内会が会員数となっ
ている保存会の会員数は減少しているが、人口動態より地域ぐるみで保存していることが重要で、「地域
の歴史、文化、伝統、文化財に関する講座などの開催数」はおおむね上昇傾向にある。「一宮市の伝統
や文化を理解し、後世に受け継ごうと思う人の割合」や保存会のみの会員で活動している団体の会員数
は後継者不足もあって停滞傾向にあるといえる。しかしながら、依然として高い数値が維持されていると
評価できる。

まちづくり指標
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施策名

②その他の会員数

一宮市の伝統や文化を理解し、後世に受け継ごうと思う人の割合（％）

5,730
5,869無形文化財・無形民俗文化財の保存を担って

いる人の数（人）
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－

文化財を保存・伝承する

現状評価

重要なまちづくりの課題の現状評価シート

生涯学習課関係課

平成28年度

教育文化部長

重要な
まちづくり
の課題

(めざすべき姿)

地域の伝統や文化財が大切に保存、伝承されている

No.39
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64

75 75 121

111 128

143

82
地域の歴史、文化、伝統、文化財に関する講座などの開催数（回）

75
110

責任部長

主担当課長

10,085
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博物館事務局長
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目標値
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